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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜新患情報＞
・遠藤　義美様（53）　8月17日（月）9時来院、10時診察予定　窪田Dr
　現在、おいらせ町にて妻、長男と3人暮らし。八戸工業大学第一高等学校を卒業後、製造業関係の会社へ就職。7、8年程勤めたが、給与が安い事を理由に、現在の会社へ転職し、勤続24～5年程となった。仕事内容は3交代で製造を担当しており、部署移動は特にない職場であった。本人としては「仕事は気持ちよくやりたい」と考えており、職場の人間関係は良好で、トラブルとなる事は無かった。本人の自覚として、一人でぶつぶつと小言を言いながら仕事をしている事はあるが、それで指摘を受ける事や他者から不満を言われる事は無かった。また、昔から忘れっぽい性格の為、仕事中はメモを取りミスをしないよう意識していた。H24年頃より、高血圧症と診断されて、せきあい内科医院への通院・服薬を継続。健康の為、食事量を徐々に減らし、体重を減らすよう努力していた。H27年6月頃に、会社の上司から精神科受診を勧められた。理由としては、本人が前に話していた内容とは違う指示を出す事が多い、との事だったが、本人は精神科受診に抵抗があり、話をはぐらかしていた。H27年8月に入り、上司から再度受診を勧められ「結果を出してこい」と言われたとの事で、本人様が当院へ相談。本人としては「思っている事と言っている事が違う事がある」「場違いな事を言っていると聞いた」「物忘れが気になる」「『この前違う事いったべ！』と会社の人から言われた事がある」との事で、受診を希望。
・森越　正治様（83）　8月18日（火）9：30来院、10：30診察予定　深澤Dr

　　現在、八戸市にて妻、長女と生活している。H24年頃より物忘れが見られるようになり、かかりつけ医の荻生内科へ相談。抗認知症治療薬が処方となり、以後服用を継続していた。H26年夏頃より、物忘れが更に目立つようになり、長女の知り合いから専門の病院を受診して診てもらうよう助言を受け、東八戸病院を受診。アルツハイマー型認知症の初期であり、「進行性のものではない」と説明を受けていた。既に認知症の治療をしている為、特に薬の調整の必要性はない事から、通院はかかりつけ医の荻生内科となっていた。H27年に入り、体重減少が認められ、便が緩く常にオムツを使用しなければいけない状態となった。かかりつけ医に相談したが、「年のせいだろう」と説明を受けていた。徐々に生活面で介助を要するようになり、普段できていた事を「どうやるんだっけ？」と使い方を忘れている事や、パンツの上にオムツを着用する事があった。上記状態から、妻の介護負担が増加し、ストレスを感じている事、週ごとに認知症が進行しているような様子が見られる事から、専門病院の受診を検討し、当センターへ相談に至る。　

